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立神峡だより
竹林に子供たちの歓声が響く

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲親子でタケノコ堀体験「見て！こんなにとれたよ♪」

　竹林の再生と整備が終わり、いよいよタケノコ堀りの季節が到来しました。
　ところが、今年は期待に反し寒さの影響で桜の開花と同様、タケノコも中々成長せずヤキモキ
していました。日に日に暖かくなり桜が開花
すると、タケノコも一段と成長し、ログハウ
スに宿泊していた子どもたちは待ちに待った
タケノコ堀り体験が実現しました。最初はタ
ケノコを見つける事にも苦労していました
が、スタッフの指導により次々に見つけ、お
母さんと一緒に楽しそうに鍬で堀り起こして
いました。収穫の喜びで竹林の中は子どもた
ちの歓声が響き渡っていました。

コスプレの聖地と化した立神峡

▲思い思いのコスプレで盛り上がりました

　最近の流行りといえばコスプレ。と言ってもピンと来ない人もいるかと思います。漫画やアニ
メなどに登場するキャラクターに扮する事を「コスプレ」と言い、それを楽しむ人たちのことを

「コスプレイヤ－」と言います。
　４月２日は、九州各県から約７０人のコスプ
レイヤ－が立神峡に集結し、それぞれの衣装で
カメラマンの注文に応じてポーズをとっていま
した。偶然訪れたベトナムの人たちが一緒に写
真を撮る姿が見られるなど、この日は立神峡公
園内ではコスプレ一色となっていました。
　今後はコスプレの聖地としても有名になるよ
うに、フェイスブックでもコスプレイヤーの人
たちとも積極的に連携を図ろうと考えています。

　立神峡公園内ではログハウス・ロッジはもちろんのこと、火の広場周辺においてバーベキュ－
が可能となっています。最近では、どこの公園もバ－ベキュ－が全面禁止となっていることもあ
り、熊本市内から来園される人も多く、手軽に楽しめるとあって人気急上昇中です。
　立神峡公園ではバーベキューセットなどの貸し出しも行って
おります。地元の皆さんにもぜひ、楽しんでいただきたくご紹
介します。

立神峡でバ－ベキュ－はいかがですか？

○バ－ベキュ－セット貸出　 2,000円
　（炭3㎏・トング・火バサミ・着火剤・軍手・網・台）
○光熱水料代　　　　　　  　  100円／人（小学生以上）
○持ち込み　 　　　　　　   1,000円
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